
R2食育取組事例シート

施設名 ゆめいろ保育園 電話 048-840-5850 

住所 さいたま市中央区本町東4-1-5 

事例 

２９ 
タイトル 野菜の苗植え 

目指す姿 

（大きな目標） 
自分たちで植えた野菜の生長を感じる 

当日のねらい 

（小さな目標） 

友だちと協力して種植えを楽しむ 

方

法

対象者 
（○で囲む）

０歳児 ･ １歳児 ･ ２歳児 ･ ３歳児 ･ ４歳児 ･ ５歳児 ･ 保護者 ･ その他（         ） 

実施者 
（○で囲む）

幼稚園教諭 ･ 保育士 ･ 栄養士 ･ 調理師 ･ 調理員 ･ その他（                 ） 

日時 令和２年 5月 15 日 

場所 ゆめいろ保育園の畑 

資料・教材 
なし 

実施内容 
クラスごとに畑へ行き、ピーマン・パプリカ・ナス・インゲン・ジャガイモの苗の植え方の 

説明を聞いて、各々の場所に植える。 

結
果
・
参
加
者
の
反
応
や
様
子

種や苗を見て、こんなに小さいものから野菜が出来ることに驚いたり、生長を楽しみにする様子が 

あった。 

評
価
・
今
後
の
課
題

毎年植えた野菜を食するところまでを行ってい

たが、今年は新型コロナウィルス感染防止のた

め、実った野菜を実際に食することはしなかっ

た。 

備

考
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R2食育取組事例シート

施設名 そらいろ保育園 電話 048-853-9000 

住所 埼玉県さいたま市中央区上落合5-20-20 

事例 

３０ 
タイトル 野菜スタンプ 

目指す姿 

（大きな目標） 

野菜を育てながら食材への興味を育む。 

当日のねらい 

（小さな目標） 

自分たちで育て、収穫した野菜に興味・関心を持ち、野菜を見たり、触ったりする中で、形

の面白さを感じながらスタンプ遊びを楽しむ。 

方

法

対象者 
（○で囲む）

０歳児 ･ １歳児 ･ ２歳児 ･ ３歳児 ･ ４歳児 ･ ５歳児 ･ 保護者 ･ その他（         ） 

実施者 
（○で囲む）

幼稚園教諭 ･ 保育士 ･ 栄養士 ･ 調理師 ･ 調理員 ･ その他（                 ） 

日時 令和２年８月 17 日（月） 

場所 幼児組保育室 

資料・教材 画用紙・絵の具・野菜（ピーマン・オクラ・だいこん・ナス） 

実施内容 

・異年齢で 6 チームに分かれ、自分たちで決めた野菜を植えて育て、収穫まで行った。 

畑で育てた野菜（ピーマン・オクラ・だいこん・ナス）をスタンプに使用し製作（アイスクリー

ム・かき氷）のトッピングをデザインした。 

結
果
・
参
加
者
の
反
応
や
様
子

・今年度は異年齢で 6 チームに分かれ、自分たちで決めた野菜を育て観察、収穫を子ども達と行い

ました。毎日水やりを行い大切に育てたのですが大きくならなかった野菜もありチームの子ども達は

がっかりしている姿が見られましたが、他チームが出来上がった野菜の収穫を譲ってあげることでど

のチームも収穫の体験ができ楽しむ姿が見られました。 

・今年度は収穫した野菜が食べられなかった為、野菜スタンプを行いました。その中でも「すいか・と

うもろこし・きゅうり」は育たなかった為、上記に記載してある育った野菜のみで行いました。野菜スタ

ンプをすることが初めての子もいて、興味津々で取り組む姿が見られました。 

・野菜の断面を見て「これは何の野菜だろう？」と保育者に聞いたり、匂いを嗅いだり、同じ野菜でも

大きさや形の違いに疑問を抱いたりする姿が見られました。 

・アイスクリームとかき氷のトッピングにスタンプをする予定でしたが、飽きずに画用紙全体にスタン

プをする子がたくさんいました。 

評
価
・
今
後
の
課
題

・普段から野菜は食べているが、断面などは見

たことがなかったり、興味を持っていなかったの

で野菜に興味を持つきっかけになり楽しんでい

てとてもいい機会になりました。 

・育てた野菜でスタンプを行ったが、他にも保育

に活かせることを見つけていきたいです。 

備

考



３１





R2食育取組事例シート

施設名 浦和ひなどり保育園 電話 048 861-8311 

住所 さいたま市桜区西堀２－６－２６ 

事例 

３２ 
タイトル トマトピザ 

目指す姿 

（大きな目標） 
みんなでトマトを育て対話を通して食に興味・関心を持つ 

当日のねらい 

（小さな目標） 
トマトでクッキングができる事を知りピザ作りの工程を楽しむ 

方

法

対象者 
（○で囲む）

０歳児 ･ １歳児 ･ ２歳児 ･ ３歳児 ･ ４歳児 ･ ５歳児 ･ 保護者 ･ その他（         ） 

実施者 
（○で囲む）

幼稚園教諭 ･ 保育士 ･ 栄養士 ･ 調理師 ･ 調理員 ･ その他（                 ） 

日時 令和２年８～９月 

場所 給食室の前の保育室 

資料・教材 カゴメさんから提供していただいたトマト（りりこ） 

実施内容 

トマトの苗を５月に植えて、みんなで水をあげたりして育てる。 

夏にはたくさん収穫して出来上がったトマトを使ってピザ作りを行う。 

トマトはお鍋で煮詰めてトマトソースを作り、餃子の皮にトマトソースをぬって、魚肉ソーセ

ージを包丁で切り、コーンやチーズをトッピングしてホットプレートで焼いて食べる。 

結
果
・
参
加
者
の
反
応
や
様
子

トマトに水をあげるのを意欲的に取り組み、大きくなる様子をみていた。 

収穫時は、赤くなったトマトを採ると「何個収穫できたか？」数を数えたりして数の認識にもつながりま

した。また収穫した個数をシールで掲示したので保護者にも伝える様子があった。 

出来たトマトで「何を作りたいか？」聞いてみると、以前も作ったことのある「ピザ」という声があったの

で、今年も３，４，５歳の異年齢のグループ（６～７名）で「わくわくキッチンタイム」で行う。トマトが苦手

な子もチャレンジする姿がありました。次のグループの子も「ピザ作り」を楽しみにしている。 

評
価
・
今
後
の
課
題

自分たちで育てる過程を学べ、トマトに興味を持

ってくれていた。また、子供たちの会話の中にト

マトの話題があった。今後も子供たちの声に耳

を傾け、いろんな野菜を育てたり、クッキングを

することで食育につなげていきたい。 備

考

わくわくキッチンタイムとは、毎週火・木曜日に

３・４・５歳異年齢グループで行っている。 

クッキングの準備などは、給食会議などで給食

の先生と話し合いを行い進めている。給食とお

やつの兼ね合いもあるので栄養価や食材にも

気をつけている 



トマトピザ作り 

５月 トマトの苗を植え、みんなで水やりをして育てましたました。 

ピザ作りは、皮むきから具材を切ったりし

て、ホットプレートで焼きました。 

おいしい 



R2食育取組事例シート

施設名 いちご桜保育園 電話 048-839-1717 

住所 さいたま市桜区田島3-6-7 

事例 

３３ 
タイトル 夏野菜を知ろう ～野菜スタンプ～ 

目指す姿 

（大きな目標） 
野菜に興味を持つ 

当日のねらい 

（小さな目標） 
様々な野菜に触れ、感触などを楽しむ 

方

法

対象者 
（○で囲む）

０歳児 ･ １歳児 ･ ２歳児 ･ ３歳児 ･ ４歳児 ･ ５歳児 ･ 保護者 ･ その他（         ） 

実施者 
（○で囲む） 幼稚園教諭 ･ 保育士 ･ 栄養士 ･ 調理師 ･ 調理員 ･ その他（                 ） 

日時 令和２年 8月 19 日  9：25-11：00 

場所 3 歳児 保育室 

資料・教材 ミニトマト（４・５歳児が育てたミニトマト）・枝豆・オクラ・ピーマン・ゴーヤ・とうもろこし 

実施内容 

・野菜を切った時の断面を見たり、切り方によって違いがあることを知らせる。 

・野菜を触ったり匂いを嗅ぐ 

・野菜スタンプを作る 

結
果
・
参
加
者
の
反
応
や
様
子

・最初に野菜クイズを行うと、ヒントですぐに答えが分かり発言していた。 

・匂いを嗅いだり断面を見たり触ったりして感触を楽しんでいた。その時に野菜を触る時の注意点を 

 伝えるときちんと守れていた。 

・「ピーマンの匂いがする」「ﾈﾊﾞﾈﾊﾞしてる」など、いろいろな感想を言いながら触れていたので良かっ

た。 

・野菜スタンプは花火柄をモチーフにした制作をしたり、敬老の日のプレゼントとして花束のスタンプ 

にした。形がくっきりと出ることにより、子ども達の反応も嬉しそうだった。 

評
価
・
今
後
の
課
題

夏野菜を知り、触れるだけでなく、その後に野菜

スタンプとして活用出来たのでとても良い経験に

なったと思う。 

野菜スタンプはとても楽しめたのでまた機会が

あれば行いたい。 備

考





R2食育取組事例シート

施設名 わらしべ第二保育園 電話 0487112885 

住所 さいたま市桜区西堀8-3-13 

事例 

３４ 
タイトル 野菜に触れる 

目指す姿 

（大きな目標） 

① 五感を使って野菜の形や断面等に実際に触れて感じ、楽しむ。 

② 食に興味を持つ 

当日のねらい 

（小さな目標） 

野菜を手ではがしたりちぎったりする。野菜の本来の形、重さを感じる。素材の味を味わ

う。 

方

法

対象者 
（○で囲む）

０歳児 ･ １歳児 ･ ２歳児 ･ ３歳児 ･ ４歳児 ･ ５歳児 ･ 保護者 ･ その他（         ） 

実施者 
（○で囲む）

幼稚園教諭 ･ 保育士 ･ 栄養士 ･ 調理師 ･ 調理員 ･ その他（                 ） 

日時 令和２年 11 月 5 日(木)１０時から 

場所 ２歳児保育室 

資料・教材 白菜・ほうれん草・キャベツ・カセットコンロ・ザル・ボール・小皿・魔法の粉(塩) 

実施内容 

・事前に野菜についての絵本を見る。 

・保育園の畑で育てている野菜の話をし、実際に見る。 

・ほうれん草、キャベツ・白菜をまるごと一個を見たり、触ったり持ってみる。 

・栄養士が半分に切った断面図を見る。野菜がどうなっているのかを知る。 

・1/4 に切った野菜を４グループで分け、おのおのが手でちぎっていく。 

・ちぎった野菜を半分は酸性水で消毒し生野菜として、半分は茹でて食べる。 

・最後に魔法の粉(塩)をかけて食べる。 

結
果
・
参
加
者
の
反
応
や
様
子

・野菜に触れ、「冷たいね」「重いね」との声。それでも頭の上まで持ち上げる子もいた。「赤ちゃんと

同じくらいの重さだよ、赤ちゃんと同じようにやさしく扱ってね」と伝えると、順番を守り、やさしく渡し

てくれていた。 

・野菜をちぎるのはとても楽しそうで、手が濡れることにより、野菜から水分が出る事を知った。 

また、野菜のスジが食物繊維であることも知った。 

・白菜・キャベツは芯から葉が包み込むように何枚もあることを知った。 

・白菜の葉の部分と白い厚い部分では、ちぎる力の入れ具合が違っていた。「かたいよー」という 

子に、「縦にちぎってみて」とアドバイスすると、ちぎれていた。 

・「お口に入るくらいの大きさにちぎってね」と伝えるが、小さく小さくちぎる子、大きくちぎって「おわっ

たー」という子。大きすぎるものは、「これもう少し小さくちぎってね」と言うと、またちぎりはじめた。 

・自分たちでちぎった野菜はおいしく感じるようで、普段野菜をあまり食べない子も食べていた。 

・茹でた野菜と生の野菜も魔法の粉(塩)をかけると、一段とおいしくなったのが分かり、おかわりを欲 

しがる子もいた。 

評
価
・
今
後
の
課
題

・保育園の畑で育つ野菜を知ったり、給食で今 

回ふれあった野菜が出ると、興味を持つように 

なった。 

・コロナの関係で、個々のお皿を用意して食した

が、今後もこのやり方が良いと思った。 

備

考



R2食育取組事例シート



３５



R2食育取組事例シート

施設名 エンゼル保育園 電話 048-822-8696 

住所 さいたま市浦和区神明2-21-14 

事例 

３６ 
タイトル わらびもち作り 

目指す姿 

（大きな目標） 
食への興味を引き立てる 

当日のねらい 

（小さな目標） 
自分で作る楽しさを知る 

方

法

対象者 
（○で囲む）

０歳児 ･ １歳児 ･ ２歳児 ･ ３歳児 ･ ４歳児 ･ ５歳児 ･ 保護者 ･ その他（         ） 

実施者 
（○で囲む）

幼稚園教諭 ･ 保育士 ･ 栄養士 ･ 調理師 ･ 調理員 ･ その他（                 ） 

日時 令和２年９月８日（火） １４時５０分～１５時００分 

場所 ２歳児の保育室 

資料・教材 
・わらびもちを入れた椀×人数分   ・黒蜜×小皿人数分 

・きなこ×小皿人数分          ・スプーン×人数分 

実施内容 

①保育士が机を用意し、机をアルコールで良く拭き上げる 

②子ども達は身支度を整える 

③手を洗い、着席をし、消毒をする 

④わらびもちの作り方の手順を説明する 

⑤実際に子どもが行う 

⑥食育が終わり次第、保育士と変わり、午後のおやつの時間にする 

結
果
・
参
加
者
の
反
応
や
様
子

・作り方を説明している際、栄養士の話をしっかり聞く様子が見られた。 

・初めて「わらびもち作り」の食育を行った。切ったわらびもちは、くっついてしまうと思い、あ

らかじめ薄くきな粉を塗しておいた。塗すことで、くっつくことなく、子ども達もやりやすそう

に行えていた。今後行う場合は、今回と同様に、きな粉を薄く塗して行うと良いと感じた。 

・子ども達は、きなこを入れて上手に混ぜることが出来、黒蜜も丁寧に掛けることが出来ていた。

・食育に積極的に参加が出来ない子がいた為、一緒に行った。又、途中で食べてしまう子がいた為、

食育後に、いただきますをしてから食べることを今後も伝えていく。 

・「美味しい！」と言いながら満足そうに食べていた。 

評
価
・
今
後
の
課
題

・４月、５月に食育が行えていない分、理解は

ゆっくりだが、少しずつ興味を引き出せるよ

うにしていく。 

・食育を通じて、様々な食材に触れ、食への興

味関心を引き立てられるよう努める。 

・未満児の食育は、以上児の食育と比べて行え

る作業は限られるが、未満児でも行える食育

を考え、工夫をして子どもが「楽しい！また

やってみたい！」と思えるような食育を今後

も考えていく。 

備

考



３７



３８



048 823 7051上木崎保育所

埼玉県さいたま市浦和区上木崎2-6-7

2月14日（ 金）

みそ作りを体験しよう

・味噌が何からできているのかを知り、自分たちで作る楽しさや
食への関心を高める。
・完成した味噌を、献立に取り入れる。

味噌ができるまでの過程を知り、手作りの味を知る。

５歳児保育室

味噌作りキット（潰してある大豆・塩・麹）

ボールサランラップ樽

① 味噌についてキッチンより説明する。② ボールに塩と麹を入れ、手で混ぜる。③ 潰してある大豆を②のボールに加え混ぜる。④ 混ざったら、1人ずつ手に取り樽に投げ入れる→空気を抜く作業⑤ 樽に全部入れたら、空気が入らないようにラップをして密閉する。
キッチンで保管する。⑥ 10月の収穫祭で、みんなで作った味噌を味わう。

・混ぜた塩と麹を味見すると、塩辛さと甘みの両方を感じて驚いていた。

・潰した大豆と塩と麹を混ぜた感触や、樽に投げ入れる工程を1人ひとり
楽しんでいた。

・自分たちで１から作る楽しさ、大変さを感じていた。

・五感を使って味噌作りを体験することができた。

・事前に味噌作りをすることを伝えていたので、家庭でも食の話題や、興
味を持たせるきっかけになった。

・大豆が様々な食材や調味料になることは事前に
伝えていたので、完成した味噌のイメージを持
ち味噌作りを行うことができて良かった。

・しょっぱい、甘いなどの様々な味覚を体験でき
たことが良い経験だった。

・作るだけで終わりにせず、熟成させていく工程
や調理された料理を食べることで食事への興味
や関心意欲へ繋がるようにしていきたい。

・卒業制作でみんなに作りたいと始めたことだっ
たので、こういった食育も今後組み込んでいき
たい。

３９



写真１                      写真２ 

写真３                      写真４ 


